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1.は じ め に

タイ トルか ら も分 か る よ うに、 本 稿 にお け る主 要 な概念 は、 「投 影同

一・化」(projectiveidentification)
、 お よ びBionに よ る 「contained-

container」 の概念で ある。本稿 の目的 は、 これ らの概 念 を理 論 的 に整 理

し、 さ らに治療場面 においてみ られた、 これ らの概念を用 いることによっ

て明確 にされ るで あろ うい くっか の現象 につ いて考察す ることであ る。

まず、 それぞれ の概念 の持っ理論的背景、意味や 目的 にっ いて、理論 的

に整理す ることか ら始 めたい。

2.投 影 同 一 化

投影同一化 とい う、現在の対象関係論においては最 も一般 的であ るこの

用語 は、Klein(1952)に よ って初めて用い られ、早 期、 す なわ ち生 後数

ケ月間の情緒的発達 の 「妄想 一分裂的態勢」(paranoid-schizoidposition)

にお ける、主要 な原始 的防衛の一部 として記述 された。乳児 は、 内在化 さ

れた死の本能 による不安 に直面 す ると、 自己を 「良 い」部分 と 「悪 い」部

分 とに分裂 し、 それ らの 自己部分 を外 的な対象 の中(into)に 投 影 し、 そ

の結果、 「良 い」 自己部分を含む対象 は 「良 い」対象 と して体験 され、 「悪

い」 自己部分 を含 む対象 は 「悪 い」対象 として体験 され るよ うになる。 ま

た、排 出された自己部分対象 を支配 しコン トロール しようとす ることによ

り、乳児 は妄想 一分裂的態勢 を特徴づ ける迫害不安を体験するようになる。

投影同一化 は、好 ま しくない自我 の一部分や内的対象、 またはその一部 分

を切 り捨て対象の中 に投影 し、 その対象 の中で投影 した部分を コン トロー

ルす るという全能的幻想の中 にある。

・病的な投影同一化

投影同一化 は様々な機能を持っが、 その うちKleinに よ って 「過度 な」

投影同一化、そ してBionに よ って 「病的 な」投影同一化 と名付 け られ た

ような、あ る特殊 な機能 を持 っ ものが存在 す る。
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病 的 な投影同一化 は、羨望 と貧欲が優勢な精神病的パーソナ リティによっ

て用 い られ るが、 その場 合、攻 撃が 自己の さまざまな側面 に向け られた結

果、対象 とのっ なが りは ことごとく破壊 され、 自我 は著 しく分裂 し、 自他

や内的対象 の細 かい断片が荒々 しく放出 され、奇怪 な対象 が群居す る現実

を作 り上 げる。 この現実 は次第に痛み多い迫害的 な ものへ と変化 していき、

外部か ら危険 なまでに 自己を脅かす ようにな る。そ して その結果、投影 同

一化が次 々と繰 り返 され ることにな る
。 この ような病的 な分裂 と投影 は、

知覚 と判断 の装置 をます ます損ない、 さらな る現実か らの引 きこもりを招

く。

治療関係 において、 クライア ントは頻繁 に、 この病的 な投影 同一化 を用

い、治療者 の中に様 々な部分対象を投影 し、治療者 を投影 したその もので

あるか のよ うに扱 うよ うにな るが、 この ような クライア ン トの投影 同一 化

が、治療者 にあ る特殊 な反応 を引 き起 こす こ とが あ る。 そ れ はGrinberg

(1983)に よ って 「投影逆 同一化」(projectivecounteridentification)と

呼 ばれ た ものであ る。 この治療者の反応 は、治療者 に とって無意識 的な も

ので ある。 その結 果、 クライア ン トは治療者 に対 して無意識 的な圧力 をか

け、 これ に影響 されて、治療者 は消極的なが らその よ うな役割 や機能、例

えば、怒 り、抑 うつ、 不安、退屈な どを担 うようにな り、 またそのよ うに

振 るi舞うよ うにな る。

治療関係 を維持 し、治療的 に機能す るため には、治療者 は クライア ン ト

の投影同一化 を コンテ イ ンし、 自身の投影逆同一化的反応 を吟味 し、理解

を深 める必要 があ る。 クライア ン トの投影同一化 と治療者 の投影逆 同一化

の分 析 は、 クライ ア ン トの葛 藤 の核心 に迫 るた めの重 要 な手 段 で あ る

(Hafsi,2000)o

・健 康 な投影 同一化

Bionは この投影同一化 の概念 に対 して、新 しい理 解 の方 法 を見 出 した

点 において貢献 してい る。すなわ ち、 投影 同一 化 は妄 想 一分裂 的態 勢 か
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ら、Klein(1955)の 記 述 したその次 の発達段階 であ る 「抑 うっ 的態勢 」

(Depressiveposition)へ と移行す る間 に、新たな機能形 態 を獲 得す る。

これ は発達の可能 な、正常 な機能 を持っ投影同一化 の場合 であ るが、 その

場合、投影同一化 はの持つ機能 は、 それ まで考え られて いたよ うな、好 ま

しくない対象を外へ出す 「排泄」(Evacuation)だ け でな く、 人 と関 わ り

人を理解 す ること、 すなわ ち 「交流」(Communication)の た めの主要 な

一 因子 とな り得 る ことを示唆 した
。

3.Contained-Container(♂ ♀)

Bion(1959)は 、ContainedとContainerの 力 動 的 な相 互 作用 を表す

のに、「♂ ♀」 とい う記号 を用いた。 これは投影 同一 化 の機 制 を象徴 す る

ものであ り、 また精神分析の 一一要素を表 す もの で もあ る。 ♂ ♀は、Bion

の 個 人、 また集 団理論 にお いて、「含 む もの」 と 「含 まれ る もの」 に関 す

る様 々な関係 を論 じる際に用い られ るが、 ここで は特に母親 と乳児の関係

について論 じたい。 なぜな ら、後述 す るあるケースにおけ るクライアン ト

と治療者 との関係 は、 ま さに♂ ♀の正常 に機能 していない母親 と乳児 の関

係 によ って説明 され るよ うな ものであ ったか らで ある。

乳児 にとって飢餓感や痛み は得体 の知れ ない不快 さと不安 に満 ちた何か

(Contained♂)と して体験 され る。乳児 は これ らに耐 え られ ず、 これ ら

を 自己のなかに含 み込 めな いため、泣 き叫び手 足をばたっかせて それ らを

外 に排泄 しよ うと試 み る。 やがてそれ らは投影 同一 化を通 して、母親の良

い乳房 とい う具体的 な対 象(Container♀)の 中 に排泄 され る。 母親 は こ

うした乳児の様子 を見 て、 そのよ うな不安や不快 の存在 と質 とを察知 し、

必要 に応 じた対応、例え ば乳房 を与 えた りあや した りす る。乳児 は ここで

母親 によって不安や不快 を和 らげ られ るとと もに、 その質や程度 を理解 し

始め、それ らを 自己のなか に含み込む こと(Containment)が で きるよう

にな って くる。 この関係 にお いてBionが 特 にContainerで あ る母 親 の機

172



6

能 と して強調 したの は、Contained、 す なわち乳児 か ら投 影 され る欲求 に

向か って開かれた母親 の能力であり、 これをBionは 「もの想 い」(Reverie)

と名 付 けた。 同 じく、乳児 によって母親 の中に投影 される悪い何かを 「ベー

タ要素」(Beta-element)、 母 親 によ って 「解毒」 され乳 児 に返 され るもの

を 「アル ファ要素」(Alpha-element)と 呼 んだ。 ベ ー タ要 素 とは、 前 述

したよ うに、変形 されて いない感覚的 な印象 や情緒経験 「複数の もの それ

自体」(thingsinthemselves)を 表 し、それ らは複数 の ものそれ 自体 と し

て経験 され る。 そ して夢や記憶で な く、投影 同一 化を通 して排 出され る。

このよ うに、 ♂ ♀理論 は初期 の乳児 と母親 との相互 関係 を論 じる際 に用

い られ る名称 であ り象徴で あるが、 この関係 は、 そ こに含 まれ る情緒 の質

によ って、 発達 的 に もな り得 る し、 また非 発達 的に も機能 し得 る もので あ

る。 これ ら異 なる2種 類 の♂ ♀を、Bionは それ ぞれ 「+♂ ♀」、「一♂ ♀」

と記号 化 した。 すなわ ち、+♂ ♀とは発達 しっつあ る関係で あ り、 一♂ ♀

とは発達 す ることの ない、 それど ころか、有害 な侵入を被 り続 け、 それ に

対 して分裂 と過 度な投影同一化 を繰 り返 す ことに より、内外界 に奇怪 な対

象群 を形 成す る可能性 を持っ関係 を表 す。 一♂ ♀は、精神状態 の非常 に悪

い乳 児、あ るい は母親 においてみ られ るが、 そ こで は、子供か ら投影 され

た恐怖 に対 して母親が、負欲 や羨望 や敵意 に満ちたや り方で、投影 され た

ものか らその意 味を奪 う悪 い対象 として振 る舞 う。 そ して その ものの恐 ろ

しさは強化 され、「訳 の分か らない恐怖」(namelessdread)と して乳児 の

元 へ と返 され る。 また この関係 は、精神分析 において も しば しば観察 され

るものであ る。

4.症 例

ここで、 一♂ ♀の関係 を例示す るよ うなケー スを提示 してみ たい。

クライア ン トAは 、8歳 男児、小学3年 生 であ ったが、学校へ は不登校

状態 で、母親の都合の悪 いと きや友 だちが迎 えに来た とき、Aの 希望 など
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で週 に1～2回 程度登校 す るも、必 ず早退 していた。母親 の話で は、2年

生 の終 わ りにキ ャンプへ行 った際、食後 に嘔吐 した ことがあ り、それ以来

登校 を しぶ るようにな り、登校 して も給食を食べ ないで帰 って くるよ うに

なったとの ことで あった。母親 はAが 、「普通 に、 楽 し く」 登校 で きる こ

とになることを望んで いたが、A自 身 は寡黙 的で、 その問題 に対 す る意識

や希望 などを聞 き出す ことはで きなか った。

また、別の心 理士が実施 したWISC-Rの 結 果か ら、 知 能 的 な問題 は特

に認 め られない とい うことであ った。面接 は週1回60分 、 プ レイルームに

て行 われ ることにな った。 自発的な言動が少 ない ことが大 きな理由で あ っ

たが、Aは 初回 のセ ッシ ョンか らプ レイルームへ の入室 や、そ こで決め ら

れた時間 を治療者(以 下th.)と 過 ごす ことに対 して抵抗 を示す ことは な

く、 セ ッションを休 む こともほ とん どな く、3ケ 月 目に入 り、現在 も継続

中で ある。Aは 、同 じ遊 びを繰 り返 し行 うことが多 いが、 ここで は頻繁に

観察 された い くっかの内容 を取 り上 げ考 察を行 いたい。

・キ ャッチボール

Aはth.を 自分 の 向か い側 に立 た せ、Aの 投 げ るボー ルをth.が 必 ず

「キ ャッチす る」 よ うに命 じた。 しか しAが 実際 に投 げ る ボー ルは非 常 に

勢 いがあ り、 しか も、様 々な方向へ飛ぶ ために、th.は ど ん な に頑 張 って

もすべてのボールを受 け止 め ることはで きなか った。 それが続 くとAは 犬

とブ タのぬ い ぐるみ を持 って きて、必 ず犬を取 り、th.に は ブ タを渡 して、

今度 はその ブタの手 でボ ールを受 け取 るよ うに命 じた。 ブ タの手 足 はth.

や、 犬 のそれ に比べて も短 く、 ま っす ぐに飛んで きたボールで さえ容易 に

受 け取 ることがで きず、th.は 落 ちたボールを拾 って はAに 投 げ返 さな け

れば な らなか った。時 には面接 のほ とん どの時間を費や して、二 人 はこの

よ うな、 キ ャッチ され ないことを目的 とす るキ ャ ッチボールを続 けた。A

はth.が そ れをキ ャッチで きない ことにい らい らし、 さらに乱暴 にボ ール

170



8

を投 げ始 め、th.は ま すます受 け取 ることが困難 になって い くのであ った。

これは治療関係が開始 された当初、何回 もの セ ッシ ョンに渡 って、繰 り

返 し観察 された現象 である。 この現象 は一♂ ♀モデルによ って以下 のよ う

に分析 され るであろ う。

二人の問を行 った り来た りす る 「ボール」 は、 ここで は、Bion理 論 に

よ るべ一 タ要素(=♂)を 象徴する ものであると考 え られる。

Aがth.に 向 か って放 り投 げた、乱暴な、 どこへ飛ぶかわか らない ボー

ルに乗 ったべ一 タ要素 は、th.に 「キ ャッチされ る」 ことな く地面 に落 ち

た り、壁や天井へぶつか った り し、そ して、Aの 投 げたの と同 じくらいか

それ以上の強 さを もって、訳の分か らない恐怖 としてAの 元へ と返 される。

す るとAは 、th.が 自分 の嫌 いなブ タで あることを言 い渡 し、 その無能 さ

を確認す るかの ように同 じゲームを繰 り返すのであ る。

th.は 、Aが わざ とそのよ うな、っ ま りキ ャッチで きな いよ うな ボー ル

を投 げ付 けて来 るよ うに感 じ、 その ことにい らい らしなが らも、必死 でそ

れ を受 け取 ろ うと していた。 しか し前述 した ように、実際 には受 け取 るこ

とので きるボールはほ とんどな く、落 ちたボールを拾 って は返す ことに、

セ ッションが終了 す る頃に は疲 れ果てているよ うな状態 で あ った。th.は

Aの 投影 同一化 に完全 に支配 され、 自身 の無力 さとセ ッションの無意 味 さ

とを常 に感 じていた。

・救 急車

プ レイルー ムに は、 スイッチを押 す ことによ ってサイ レンが鳴 った りラ

イ トが光 った り前後 に走 ることので きる救急車 があ り、Aは ボールと共 に、

セ ッシ ョン開始当初、 これを好んで使用 した。Aが 救急車 を使用す るとき

には、常 にサイ レンを鳴 らしライ トを光 らせ なが ら、th.に 向 か って車 を

走 らせた。th.は こち らに向か って前進す る車 が手前 まで来 る と スイ ッチ

を押 し、後進 させて それ をAの 元 に再 び走 らせた。
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このや りとりも繰 り返 し、 い くつ もの セ ッシ ョンにおいて しば しば観 察

された現象であ る。

・終了時間

セッションの終了時間が近付 くと、Aは 時計を気にしなが らも、新 しい

遊具を次々と出 してきては、th.に 指示 したり甘えたりして気を逸 らせ、

終了することを阻止 しようとするかのように振る舞 っていた。th.はAの

そのような態度に対 して、Aが 時計を気に していることに気付いていなが

らも、時計を指 し示 し、終了時間を守 るようにとAを 急かすのである。A

はこれをなかなか聞き入れることなく遊び続けようとするので、それに対

してth.は 同 じことを何度 も言わなければならなかった。

th.の このような態度が、前述 した投影逆同一化によるものであり、母

親 とまったく同じ振 る舞いであることに気付いたのは、偶然母親と話す機

会を持 った際であった。時間の変更を希望 した理由にっいて母親が説明す

るところによれば、Aが セ ッションの前 日に 「明 日は学校へ行 く」と言 っ

たため時間の変更を希望 したが、その夜遅 くまで寝ようとせず、いっ もの

ようにおもちゃで遊んでいたので、母親は早 く片づけて寝 るようにと言 っ

たが、それを聞 き入れようとしないため同 じことを何度 も繰り返し言った。

するとAは 突然激 しく泣き始め、「やろうと思 っていたことを言われたか

ら信用できない」と泣 きながら言い、そして最終的には 「やっぱり明日は

学校へ行かない」と言 った。 この時に限 らず、Aが 学校に 「行 く」 とか

「行かない」 とか言うことは、母親 とA自 身にとって、裏表にな った最後

の切り札のようなものであった。学校へ 「行 く」とAが 言えば、母親 は恐

る恐る、この壊れやすい希望が現実となるために必死の努力をするのであ

るが、母親がそうすれば必ず、やっぱり 「行かない」 という裏の切 り札を

Aは 出すのである。母親はこの切 り札に振り回され、結局は疲れ果て自信

を失い、「私が何 も言わなければ一番良いのですが…」と語るのであった。
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th.は 、Aの 母親 と同 じよ うに、Aの 投影同一化 によ って支配 され、 そ

の影響 を受 けるのであるが、th.のAに 対 する様 々な機能不 全、 す なわ ち

治療者 と して のアルフ ァ機能の不全状態 は、前 述 した投影逆同一化的 な、

無意識的反応で あると考え られ る。

5.考 察

上述 した一っ の症例 にお ける三種類の異なるエ ピソー ドは、十数回のセ ッ

ションの中 の様 々な場面で繰 り返 し観察 された現象であ った。 これ らのエ

ピソー ドは、 ある共通 したAとth.と の関係 を象徴す る ものであ ると考 え

られ るが、 それを明確 に して くれるのが、Bionの 示 した 一♂ ♀モ デル で

あろ う。Bionは このモデルを、病 的な乳児 と母 親 との関 係 を記号 化 す る

ものと して用 いたが、治療関係や その他の二者関係を表すため に応用す る

ことがで きる。 ここでは、Aの 投 げるボールや救急車 などは、それ に乗 っ

て運 ばれ るベー タ要素、す なわ ちAに はそれ と共 にあ ることに耐え る こと

がで きず投影同一化 によ って排出 された内容を表す ものであ る。 アル ファ

機能 を持つ母親で あれ ば、 これ を受 け入れ アル フ ァ要素、す なわ ちAが 耐

える ことので きる ものに変えてAの 元へ と返 してや ることがで きるのだが、

th.はAの 投影同一化に完全に支配 されたためにアル ファ機能 の不全 状態

に陥 り、投影逆 同一化的反応、す なわ ち混乱 し疲れ果て、 ど うしてやる こ

ともで きない無力感 に暮れ る母親 のように、無意識的に振 る舞 うようにな っ

ていたのである。

ボールや救急車の遊びは苛立ちと共 に、 うんざりするほど、何度 も、 そ して

長時間 に渡 って繰 り返され、 しかも徐 々にエスカレー トしてい くのが常 であっ

た。 ボールや車 に乗 って排 出 され たべ 一 タ要素 は、th.にContainment

され ない ことによ って、 さ らに恐 ろ しく得体の知れ ない ものとな ってAの

元 へ と返 され るため、Aは 直 ちにそれ らを再 び排出 しなけれ ばな らず、 そ

のためにAが 用い ることので きる唯一 の方法で ある投影同一化 は一層強 め
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られ、永遠 に分裂 と排出 とを繰 り返 すよ うになるであろ う。

今回提示 した ケースは、前述 したよ うに現在 も継続 中の ものである。 ご

く最近で は、Aとth.と の 関係 にあ る変化が起 こり始 め て いる。Aはth .

を 、 これまでのよ うに向かい合わせ に立たせ るので はな く、その横 に立 た

せた り座 らせた りして、th.に 様 々な遊 びやゲームのルール や うまいや り

方 について細 か く教 え、th.が うま くなるよ うに監督 して い る教 官 の よ う

に振 る舞 って いる。 さ らに ドアやその向 こうについて気 に した り、誰 もい

ない壁や天井に向かってボールを蹴 ったりしている。Aは 今や、Container

をth.以 外 に求 め ることによ り、傷つ いたth.やA自 身 を守 ろ うと して い

るかの ように感 じられ る。
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